
　
　

　

会
員
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす
。
平

成
27
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
経
済
は
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
で
あ
る
ア
ベベ
ノ
ミ

ク
ス
効
果
に
よ
り
、
長
引
く
景
気
低
迷
か
ら
よ
う
や
く
明
る
いい
兆
し

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
地
方
の
経
済
、
特
に

中
小
・
小
規
模
企
業
は
十
分
な
実
感
を
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、「「
円
安

に
よ
る
原
材
料
や
燃
料
の
高
騰
」、「
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よよ
る
消

費
減
退
」、「
地
方
の
人
口
減
少
の
加
速
化
」
な
ど
、
多
く
の
問問
題
が

山
積
し
て
お
り
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
環
境
は
厳
し
いい
状
態

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
商
工
会
組
織
を
中
心
に
長
年
要要
望
し

て
き
ま
し
た
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」
が
昨
年
6
月
に
成成
立
し
、

総
合
経
済
団
体
で
あ
る
商
工
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
が
ま
す
まま
す
大

き
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
商
工
会
は
、「
行
き
ま
す　

聞
き
ま
す　

提
案
し
ま
すす
」
の

統
一
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
全
職
員
一
丸
と
な
っ
た
巡
回回
訪
問

を
徹
底
し
、
地
域
の
小
規
模
企
業
が
事
業
の
継
続
及
び
成
長
・
発
展

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域
経
済
の
中
核
的
存
在
と
し
てて
の
役

割
を
担
う
べ
く
さ
ら
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
今
年
が
明
る
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・山形県商工観光功労者表彰 …………………………………
・商工会全国大会 ………………………………………………
・山形県産食品等販路開拓支援事業 ………………………
・商工会担当者に聞く…………………………………………
・持続化補助金　採択者の声 ………………………………
・元気な企業 …………………………………………………
・青年部・女性部コーナー …………………………………
・県内統一景況調査 …………………………………………
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c o n t e n t s
2
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3
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年
頭
に
あ
た
っ
て

山
形
県
商
工
会
連
合
会　
　

会
長　

小
野
木　
　

覺



県
商
工
観
光
功
労
者
表
彰

県
商
工
観
光
功
労
者
表
彰

（
商
工
団
体
功
労
）

（
商
工
団
体
功
労
）

　

去
る
10
月
10
日
、
県
商
工
観
光
功

労
者
に
対
す
る
表
彰
式
が
県
庁
知
事

室
で
行
わ
れ
、
小
野
木
覺
会
長
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
村
県
知
事
の
お
祝
い
の
言
葉
の

後
、
受
賞
者
を
代
表
し
、
小
野
木
会

長
が
「
今
後
も
各
業
界
・
企
業
の
繁

栄
は
も
と
よ
り
本
県
産
業
の
更
な
る

発
展
の
た
め
、
心
を
新
た
に
し
て
一

層
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
経
営
改
善
普
及
事
業
に
関
す
る

功
労
者
表
彰
受
賞
者

　

◆
全
国
商
工
会
連
合
会　

会
長
表
彰

　
　

○
役
員
功
労
者

　
　
　

鈴
木 

徳
右
衛
門
（
山　

辺　

町
）

　
　
　

笠
原　

 

泰
弘
（
山　

辺　

町
）

　
　
　

後
藤　

 

敏
雄
（
河　

北　

町
）

　
　
　

高
木　

 

茂
宏
（
河　

北　

町
）

　
　
　

佐
藤　

 

恒
義
（
東　

根　

市
）

　
　
　

秋
葉　

 

征
士
（
東　

根　

市
）

　
　
　

板
垣　

 

博
文
（
東　

根　

市
）

　
　
　

関　
　

 

雄
一
（
東　

根　

市
）

　
　
　

渡
會　

 

邦
夫
（
尾

花

沢

市
）

　
　

○
女
性
部
功
労
者

　
　
　

菅　
　

 

恵
子
（
も
が
み
南
部
）

　
　

○
優
良
常
勤
役
職
員

　
　
　

鈴
木 

慎
一
郎
（
中　

山　

町
）

　
　
　

芦
埜　

 

貴
之
（
河　

北　

町
）

　
　
　

佐
藤　

 

修
一
（
も
が
み
南
部
）

　
　
　

石
塚　

 

益
美
（
出　
　
　
　

羽
）

　
　
　

加
藤 

由
美
子
（
酒
田
ふ
れ
あ
い
）

事
業
推
進
優
良
商
工
会
等

表
彰
者
受
賞
者

　

◆
商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
特
別
枠
部
門

　
　

○
会
員
増
強
運
動

　
　
　

中
山
町
商
工
会

敬
称
略
。（  

）
内
は
所
属
商
工
会 　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
旧
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
商

工
会
組
織
を
あ
げ
て
要
望
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」

が
成
立
し
、
地
域
と
と
も
に
歩
み
、
地
域

を
支
え
て
き
た
小
規
模
企
業
に
光
が
あ

た
る
確
か
な
道
が
拓
か
れ
た
年
で
あ
り

ま
し
た
。
基
本
法
の
早
期
制
定
に
向
け

て
、
百
十
一
万
の
署
名
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
会
員
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様

に
、
改
め
て
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
基
本
法
に
基
づ

き
、
地
域
で
懸
命
に
自
助
努
力
を
続
け
る

小
規
模
企
業
の
苦
労
が
報
わ
れ
る
よ
う
な

政
策
を
必
ず
実
現
す
べ
く
邁
進
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
来
、
我
が
国
経
済
は
、
株
価
の
回

復
等
の
明
る
い
兆
し
が
見
え
る
も
の
の
、

円
安
に
よ
る
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
上
昇
等
に
よ
り
、
中
小
・
小
規
模
企
業

の
苦
境
は
続
き
、
特
に
、
地
方
の
小
規
模

企
業
に
と
っ
て
は
、
景
気
回
復
の
実
感
を

得
て
い
る
と
は
言
え
な
い
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
商
工
会
は
、
組
織

活
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
小
規
模
企
業

が
有
す
る
技
術
や
技
能
を
掘
り
起
こ
す
た

め
の
徹
底
し
た
巡
回
訪
問
は
も
と
よ
り
、

技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
製
品
化
す
る
た
め
の

企
業
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
提
案
な
ど
会

員
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
支
援
能
力
向
上
に
努
め
、

地
域
の
支
援
機
関
の
中
核
と
し
て
一
層
の

努
力
・
研
鑽
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員
の
皆
様

並
び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
今
年

が
明
る
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

小野木覺会長（前列右から 2番目）

全
国
商
工
会
連
合
会　

会
長　

石
澤　

義
文

年
頭
に
あ
た
っ
て
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第
54
回
商
工
会
全
国
大
会
が
、
去
る
11

月
20
日
「
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め

と
す
る
来
賓
に
よ
る
祝
辞
の
後
、
全
国
の

会
員
の
英
知
と
総
力
を
結
集
し
、
以
下
の

項
目
の
実
現
を
図
る
べ
く
決
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

一　

ロ
ー
カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る

地
域
経
済
の
好
循
環
の
早
期
実
現

一　

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
に
基
づ
く

小
規
模
企
業
対
策
の
抜
本
的
強
化

一　

小
規
模
企
業
支
援
体
制
の
強
化

一　

中
小
・
小
規
模
企
業
の
活
力
に
資
す

る
税
制
の
実
現

一　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
加
速

一　

商
工
会
の
支
援
機
能
の
更
な
る
強
化

県
内
選
出
国
会
議
員
へ
の
陳
情

　

第
54
回
商
工
会
全
国
大
会
終
了
後
、
国

会
議
員
会
館
を
訪
問
し
、
山
形
県
選
出
国

会
議
員
の
遠
藤
利
明
氏
、
鈴
木
憲
和
氏
、

阿
部
寿
一
氏
、
近
藤
洋
介
氏
、
岸
宏
一
氏
、

大
沼
み
ず
ほ
氏
に
、
商
工
会
全
国
大
会
で

採
択
さ
れ
た
大
会
決
議
に
関
す
る
陳
情
書

を
渡
し
、
決
議
事
項
実
現
に
つ
い
て
懇
請

し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
9
月
よ
り
県
内
５
か
所
に
て

経
営
革
新
塾
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

企
業
経
営
は
、
新
た
な
取
り
組
み
に
よ

る
経
営
の
繰
り
返
し
と
売
れ
続
け
る
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
こ
の
経
営
革
新

塾
で
は
、
知
識
の
習
得
の
み
な
ら
ず
、
実

際
に
経
営
革
新
に
活
か
せ
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
売
上
ア
ッ
プ
を
実
感
で
き
る
よ
う

配
慮
し
て
ま
す
。

　

今
後
も
経
営
指
導
員
が
受
講
者
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
予
定
し
、
会
員
企
業

の
経
営
革
新
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
首
都
圏
へ
の
進
出
を
目
指

す
食
品
製
造
者
を
支
援
し
、
更
な
る
商
品

の
品
質
向
上
や
新
た
な
取
引
開
始
等
販
路

開
拓
の
実
現
を
目
指
し
、“

山
形
県
産
食
品

等
販
路
開
拓
支
援
事
業„

を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
本
年
度
は
、
セ
ー
ル
ス
レ
ッ
プ

事
業
と
し
て
バ
イ
ヤ
ー
経
験
を
持
つ
食
品
・

流
通
等
の
専
門
家
が
首
都
圏
の
小
売
業
者

や
卸
業
者
等
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
先
に
対
し
商

談
代
行
を
次
の
手
順
で
行
い
29
事
業
所
の

販
売
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
首
都
圏
希

望
販
売
先
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
事
業
者
の

要
望
に
沿
っ
た
商
談
先
を
選
択
し
ま
す
。

首
都
圏
バ
イ
ヤ
ー
が
必
要
と
す
る
最
低

ロ
ッ
ト
や
値
入
、
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
、
既

存
販
売
先
な
ど
の
情
報
を
集
め
、
商
談
代

行
へ
向
け
て
販
売
ス
ト
ー
リ
ー
を
事
業
者

と
共
に
作
成
し
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
首
都
圏

で
販
売
し
た
こ
と
が
な
い
」「
直
取
引
又
は

ス
ポ
ッ
ト
販
売
の
経
験
し
か
な
い
」
な
ど
、

販
売
経
験
は
事
業
者
ご
と
に
異
な
り
、
そ

の
都
度
セ
ー
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
首
都

圏
流
通
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
す
。

商
談
代
行

　

事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
得
た
情
報
を
基

に
セ
ー
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
が
首
都
圏
に
て

商
談
代
行
を
実
施
し
ま
す
。

事
後
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

セ
ー
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
が
行
っ
た
商
談

代
行
の
結
果
を
事
業
者
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
。
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
は
「
コ
ン
セ
プ
ト
に

山
形
ら
し
さ
が
良
く
出
て
い
る
」、「
首
都
圏

流
通
で
は
出
回
っ
て
い
な
い
商
品
で
可
能

性
を
感
じ
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
総

合
的
に
「
味
・
コ
ン
セ
プ
ト
・
こ
だ
わ
り
」

は
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
「
デ
ザ
イ
ン
・
量
目
・
ロ
ッ
ト
・
値

入
」
に
つ
い
て
改
善
を
求
め
る
声
が
多
く

あ
り
、
必
ず
し
も
作
り
手
と
買
い
手
の
考

え
が
合
致
し
な
い
事
例
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

バイヤーコメント　事例
・製造、原料のこだわりのコンセプトは評価で
き、価格、値入他の商品も含めて商談してみ
たい

・包材の上部の空間が多いのが気掛かり
・ロットはＭＡＸ1ケースがベスト
・デザインがチープなので他社品等研究が必要
・現状パッケージやデザイン上からは商品特徴
が分からなく、チルドでは売りにくい商品

・100ｇは食べ切れる量ではないので例えば、
50ｇのツインパックにするか、値頃感も大
事なポイントなので 50ｇ～ 60ｇでも良い
と思う。

商
工
会
全
国
大
会

商
工
会
全
国
大
会

　　

や
ま
が
た

や
ま
が
た

　　

経
営
革
新
塾
を
開
催

経
営
革
新
塾
を
開
催

講師：折原　浩 氏講師：折原　浩 氏
（東置賜商工会広域 （東置賜商工会広域 
連携協議会 会場）連携協議会 会場）

講師：髙橋幸司 氏講師：髙橋幸司 氏
（東南村山商工会広域（東南村山商工会広域

 連携協議会 会場） 連携協議会 会場）

セ
ー
ル
ス
レ
ッ
プ
事
業
を
実
施
！

山
形
県
産
食
品
等
販
路
支
援
事
業

事業ミーティングの様子。
㈲枡屋商店（南陽市）にて
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地
域
内
資
金
循
環
等
新
事
業
開
発
検
討

事
業
は
全
国
の
各
地
域
が
直
面
す
る
少
子

高
齢
化
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下

等
の
課
題
解
決
に
向
け
、
地
域
の
経
済
活

動
の
活
性
化
を
目
標
と
し
た
事
業
で
す
。

二
回
の
公
募
に
対
し
県
内
商
工
会
か
ら
8

件
が
申
請
さ
れ
、
全
件
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
実
際
に
視
察
を
行
い
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
る
上
山
市 

商
工
会　

担
当

浅
黄
経
営
指
導
員
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
。

事
業
申
請
の
き
っ
か
け

　

上
山
市
は
山
形
県
南
東
部
に
あ
る
人
口

約
3
万
3
千
人
の
都
市
で
江
戸
時
代
は
上

山
藩
の
城
下
町
や
羽
州
街
道
の
宿
場
町
と

し
て
栄
え
、
現
在
は
温
泉
街
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
少
子
高
齢
化
の
波

が
直
撃
し
、
郊
外
に
は
大
型
商
業
施
設
が

開
業
す
る
な
ど
、
商
店
街
で
販
売
を
行
う

地
域
に
根
差
し
た
会
員
に
と
っ
て
、
非
常

に
厳
し
い
経
済
環
境
と
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

抜
本
的
な
課
題
解
決
の
た
め
に
は
交
流

人
口
の
増
加
に
よ
る
資
金
獲
得
を
具
現
化

す
る
取
り
組
み
が
急
務
で
あ
り
、
そ
れ
に

特
化
し
た
商
店
街
の
活
性
化
策
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

上
山
市
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
の
開
催

　

平
成
26
年
10
月
11
日
、
上
山
市
初
と
な
る

夜
市
（
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
視
察
研
修
後
で
は
冬
と
な
り
雪

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
経
験

が
な
け
れ
ば
視
察
を
行
っ
て
も
課
題
が
見

え
て
こ
な
い
と
考
え
、
企
画
運
営
に
尽
力

し
て
い
る
商
店
街
関
係
者
の
同
意
を
得
て
、

ま
ず
は
消
費
者
動
向
調
査
及
び
夜
市
の
課

題
模
索
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
商
店
街
に
は
約
３
、
５
０
０
名

の
来
場
者
が
あ
り
〝
夜
市
に
対
す
る
需
要

は
充
分
に
あ
り
、
交
流
人
口
増
加
の
一
助

と
な
る
〞
と
い
う
手
応
え
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
（
商
店
街
）
視
察

　

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
の
視
察
前
に
み
や
の

か
わ
商
店
街
振
興
組
合
前
理
事
長 

島
田

憲
一
氏
よ
り
商
店
街
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
伺
い
ま
し
た
。「
商
店
街
の
お
店
は
お

得
意
さ
ん
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
お

得
意
さ
ん
が
減
ら
な
け
れ
ば
お
店
は
成
り

立
つ
。
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
は
お
得
意
さ
ん

づ
く
り
を
具
現
化
し
た
事
業
」
と
伺
い
、

交
流
人
口
増
加
も
大
切
だ
が
、
既
存
顧
客

に
対
し
て
の
取
組
み
も
必
要
な
の
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
時
に
は
、
秩
父
鉄
道
開
通

100
年
記
念
の
前
夜
祭
「
電
車
ご
っ
こ
で
世

界
一
に
挑
戦
！
（
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
!!
）」

を
行
っ
て
お
り
、
総
勢
１
、
３
０
０
人
を

超
え
る
方
々
が
参
加
し
、
今
後
ギ
ネ
ス
登

録
へ
の
準
備
に
取
掛
る
よ
う
で
す
。

　

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
を
視
察
し
て
〝
一
過

性
の
商
業
祭
〞
で
は
な
く
〝
お
得
意
さ
ん

づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
〞
と
い
う
印
象
を
強

く
受
け
ま
し
た
。
島
田
前
理
事
長
の
話
に

あ
っ
た
、
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
は
お
得
意
さ

ん
づ
く
り
を
具
現
化
し
た
事
業
と
い
う
こ

と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
業
効
果
及
び
来
年
度
展
望
（
視
察
後
）

　

こ
の
た
び
の
視
察
研
修
を
通
し
て
夕
方

以
降
の
商
店
街
の
活
用
方
法
の
企
画
、
商

店
街
合
同
チ
ラ
シ
製
作
、
商
店
街
活
動
の

中
長
期
的
な
展
望
、
と
い
っ
た
構
想
が
浮

き
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
来
年
度
以
降

は
、
今
般
補
助
事
業
の
専
門
家
と
し
て
お

世
話
に
な
っ
た
島
田
前
理
事
長
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
交
流
人
口
の

増
加
に
よ
る
資
金
獲
得
に
資
す
る
商
店
街

の
活
性
化
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

み
や
の
か
わ
商
店
街
と
は

　

み
や
の
か
わ
商
店
街
の
あ
る
秩
父
市

は
人
口
6
万
6
千
人
で
埼
玉
県
北
西
部

に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

商
店
街
の
組
合
員
は
110
事
業
所
。
有

名
な
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
は
約
30
年
前

に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
回
で
263
回
を
数
え

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
出
張
商
店
街
や

商
店
街
で
使
え
る
コ
イ
ン
型
商
品
券
事

業
な
ど
を
行
な
っ
て
お
り
、〝
商
店
街

活
動
が
そ
の
ま
ま
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
〞
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

 
商
工
会
担
当
者
に
聞
く

地
域
内
資
金
循
環
等
新
事
業
開
発
検
討
事
業 

〜
み
や
の
か
わ
商
店
街
の
視
察
研
修
〜
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国
の
25
年
度
補
正
予
算
で
、
小
規

模
事
業
者
が
商
工
会
と
一
体
と
な
っ

て
、
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
費
用
の

３
分
の
２
（
上
限
50
万
円
）
を
補
助

す
る
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
」
と
い
う
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
商
工
会
地
区
で
は
、

２
４
６
件
の
小
規
模
事
業
者
の
方
々

が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
採
択
者
の
声
と
し
て
、
酒
田

ふ
れ
あ
い
商
工
会
の
明
治
牛
乳
松
山
販

売
店
日
下
部
商
店
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

　

当
店
は
、
牛
乳
の
宅
配
を
メ
イ
ン
に
、

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
で
長
年
に
わ
た

り
、
地
域
の
消
費
者
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、
こ
の
補
助
金
を
利
用
し
て
、

清
潔
感
の
あ
る
店
頭
に
整
備
し
、
倉
庫
兼

作
業
場
と
し
て
使
用
し
て
い
た
店
内
を
明

る
い
雰
囲
気
に
再
構
築
し
ま
し
た
。
テ
ー

ブ
ル
、
椅
子
を
設
置
し
、
以
前
よ
り
高
齢

の
お
客
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
日
用
品
も
取

り
揃
え
、
来
店
頻
度
の
向
上
及
び
売
上
増

加
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
下
部
夫
妻
は
、「
こ
の
補
助
金
制
度

を
利
用
し
、
今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て
、

幅
広
い
年
齢
層
の
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
店
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
熱
く

語
っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
採
択
者
の
声

明
治
牛
乳
松
山
販
売
店　
　

酒
田
ふ
れ
あ
い
商
工
会
会
員　

日
下
部
商
店

左から日下部哲太郎さん、美喜子さん

住所■酒田市山寺字宅地 160
TEL ■ 0234-62-2342
営業時間■８時～ 19時
定休日■不定休

商
品
の
提
案
が
し
や
す
く
、

選
び
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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　今回紹介する元気な企業は「合同会社大蔵わさび」です。
　同社が位置する大蔵村は、冬には3mを越す積雪がある日本有
数の豪雪地帯です。村の南側にそびえる霊峰月山は、万年雪の山と
しても知られ、豊富な雪解け水が存在しています。
　同社はこの雪解け水に着目して、ワサビの栽培から加工まで行う
６次産業に取り組んでいます。
　今回、代表の八鍬さんと、技術顧問の佐藤さんにお話を伺いました。

●
新
規
事
業
へ
の
参
入

　

同
社
は
、
八
鍬
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る

株
式
会
社
八
鍬
土
建
を
母
体
と
し
て
、
平

成
17
年
に
試
験
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
当
時
別
の
企
業
に
勤
め

て
い
た
佐
藤
さ
ん
か
ら
わ
さ
び
作
り
の
誘

い
を
受
け
た
こ
と
で
す
。
佐
藤
さ
ん
が
わ

さ
び
栽
培
を
構
想
す
る
に
至
っ
た
の
は
、

地
元
に
流
れ
る
良
質
な
湧
水
「
升ま

す

玉だ
ま

の
清す

水ず

」
の
存
在
だ
と
い
い
ま
す
。

　

同
社
が
あ
る
大
蔵
村
升
玉
地
区
は
、
稲

作
を
中
心
と
し
た
農
業
が
展
開
さ
れ
、
升

玉
の
清
水
が
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
近
年
、
高
齢
化
に
よ
る
耕
作
放
棄
地

の
増
加
が
進
み
、
升
玉
の
清
水
を
持
て
余

し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

「
わ
さ
び
栽
培
は
一
定
の
温
度
を
保
つ

き
れ
い
な
水
を
大
量
に
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
年
中
８
℃
前
後
を

維
持
す
る
升
玉
の
清
水
は
ぴ
っ
た
り
だ
と

思
っ
た
ん
で
す
」
と
佐
藤
さ
ん
は
言
い
ま

す
。

　

そ
れ
か
ら
、
平
成
17
年
よ
り
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
２
棟
を
使
っ
て
２
年
を
か
け
て
試

験
栽
培
を
実
施
。
試
験
栽
培
の
結
果
は
良

好
で
、
平
成
19
年
に
事
業
化
に
踏
み
出
し
、

合
同
会
社
大
蔵
わ
さ
び
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
６
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
設

け
年
間
約
６
、
０
０
０
本
の
わ
さ
び
を
生

産
し
て
い
ま
す
。

●
こ
だ
わ
り
の
商
品
づ
く
り

　

わ
さ
び
に
は
多
数
の
品
種
が
あ
り
ま
す

が
、
同
社
で
は
風
味
豊
か
な
高
級
品
種

『
真ま

妻づ
ま

』
を
中
心
と
し
て
、
完
全
無
農
薬

で
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
わ
さ
び
は
病
気
に
な
り
や
す
い
繊
細

な
作
物
で
あ
る
た
め
、
農
薬
を
使
わ
な
い

分
手
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
り
ま
す
。
し
か

し
、お
客
様
へ
『
お
い
し
い
』
と
『
安
全
』

を
提
供
す
る
た
め
、
一
切
妥
協
は
し
ま
せ

ん
」
と
力
強
く
言
い
ま
す
。

　

現
在
は
加
工
品
を
中
心
と
し
て
、
商
品

開
発
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
４
種
類
の
加
工
品
を
製
造
し

て
い
ま
す
が
全
て
無
添
加
で
、
地
元
の
食

材
を
中
心
に
国
産
の
も
の
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
今
冬
か
ら
は
、
石
巻
産
の
ノ
リ
を

使
っ
た
「
わ
さ
び
海
苔
」
の
本
格
生
産
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
本
物
の
味
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

　

「
同
社
の
商
品
を
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
い

た
だ
い
て
、
本
物
の
味
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
そ
し
て
ゆ
く
ゆ
く
は
大
蔵
わ

さ
び
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
そ
う
話
す
八
鍬
さ
ん
に
は
、
わ
さ
び

作
り
へ
の
自
信
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
天
然
湧
水
を
活
用
し
た
、　　
　
　

地
域
の
天
然
湧
水
を
活
用
し
た
、　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

本
物
の
ワ
サ
ビ
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　

本
物
の
ワ
サ
ビ
づ
く
り

　合同会社 大蔵わさび
もがみ南部商工会

代表　八　鍬　欣　治 さん

  シリーズ　元気な企業

大蔵小

★

大蔵中

清水局

老人ホーム●
　翠明荘

●大蔵村
　保育園

●新庄変電所最上川

大蔵村役場●

合同会社
大蔵わさび

30

31

458

458
興源院

西来院

〒

N

住所■最上郡大蔵村大字清水 2309-1
HP ■ http://wasabi.ookuramura.jp
商品のお問い合わせ・注文に関しては、
八鍬土建 0233-75-2359 まで

▲ビニールハウス内の様子。軽石を
　盛り上げた栽培床に升玉の清水を
　流す仕組みを独自で開発されました。

▲左から「わさびみそ」、「わさび海苔」、「わさび
　漬け (平成 24 年度やまがたふるさと食品コン
　クール 6次産業化賞受賞 )、「しょうゆ漬け」

◀
同
社
が
取
扱
う
品
種

　
　

「
真
妻
」
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平
成
26
年
11
月
12
日
か
ら
13
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
、
新
潟
市
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
に

お
い
て
第
16
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

（
新
潟
大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

県
か
ら
111
名
の
青
年
部
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
全
国
大
会
で
は
、柿
崎
会
長
が「
商

工
会
青
年
部
宣
言
・
誓
い
の
言
葉
」
を

３
、
０
０
０
名
超
の
会
場
に
て
宣
言
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
主
張
発
表
大
会
に
お
い
て
は
、

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
宮
城
県

七
ヶ
宿
町
商
工
会
青
年
部
の
山
田
岳
彦
氏

が
青
年
部
と
の
出
会
い
で
先
輩
の
思
い
を

受
け
継
い
で
地
域
を
活
性
化
し
（
６
次
産

業
化
を
実
施
）
さ
ら
に
次
の
世
代
に
も
引

き
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
発
表
し
見
事
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者

の
う
ち
２
名

は
女
性
発
表

者
で
あ
り
、

全
国
的
に
も

女
性
が
活
動

し
て
い
る
こ

と
が
伝
わ
り

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、

商
人
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
プ

レ
ゼ
ン
等
が

あ
り
、
今
回

参
加
し
た
部
員
は
今
後
ま
す
ま
す「
商
売
」

を
発
展
さ
せ
、
地
域
経
済
人
と
し
て
努
力

し
て
い
き
た
い
と
感
じ
る
大
会
で
し
た
。

　

10
月
22
日
、
福
岡
県
福
岡
市
ヒ
ル
ト
ン

福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク
に
お
い
て
、「
第
16
回

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
ふ
く
お
か
」

が
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
各
会
女
性
部

長
等
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。『
歴
史
の

ふ
る
さ
と
、
ア
ジ
ア
の
玄
関　

福
岡
へ
よ

う
こ
そ
〜
女
性
の
魅
力
で
輝
く
未
来
を
！

〜
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
全
国
か

ら
約
２
、
９
０
０
名
の
女
性
部
パ
ワ
ー
が

参
集
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
生

演
奏
に
よ
る
フ
ラ
メ
ン
コ
舞
踊
の
後
、
ご

来
賓
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

全
女
性
連
各
種
事
業
表
彰
と
し
て
「
ま
ち

（
地
域
）
づ
く
り
顕
彰
」
他
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
予
選
を
勝
ち
抜

い
て
き
た
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
6
名
に
よ
る

主
張
発
表
大
会
が
行
わ
れ
、
地
域
に
お
け

る
女
性
部
活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
を

中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
発
表
し
ま
し

た
。
皆
堂
々
と
し
た
発
表
ぶ
り
で
、
豊
か

な
表
情
と
表
現
に
よ
っ
て
会
場
の
隅
々
に

ま
で
思
い
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
「
一
本
の
酒
か
ら
」
と
題

し
、
山
口
酒
造
10
代
女
将　

山
口
怜
子
氏

に
よ
る
講
演
。
３
０
０
年
続
く
酒
蔵
へ
嫁

ぎ
、
厳
し
さ
を
増
す
日
本
酒
業
界
に
身
を

お
き
な
が
ら
、
手
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
た

「
日
本
の
キ
ル
ト
」
づ
く
り
活
動
や
、
新

し
い
「
食
」
へ
の
提
案
な
ど
多
才
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、「
山

口
流
町
お
こ
し
」
の
一
端
に
触
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
主
張
発
表
大
会
審
査
発
表
が

あ
り
、
最
優
秀
賞
に
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
福
岡
県
大
任
町
商
工
会
女
性
部　

永
原

美
紀
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ

「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く

り
」
サ
ブ
テ
ー
マ
『
そ
し
て
、
私
達
も
黄

金
に
輝
く
!!
』
と
題
し
、
地
元
の
椿
か
ら

無
農
薬
、
無
添
加
の
椿
油
づ
く
り
を
は
じ

め
と
し
て
花
を
利
用
し
た
飾
り
や
ジ
ャ
ム
、

ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
の
新
た
な
特
産
品
づ
く

り
へ
の
女
性
部
の
取
り
組
み
を
軸
に
し
た

主
張
発
表
で
、
涙
の
表
彰
式
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
度
は
審
査
委
員
会
に
お

い
て
、
特
別
に
急
き
ょ
審
査
員
特
別
賞
が

設
け
ら
れ
、
僅
差
で
2
位
と
な
っ
た
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
石
川
県
能
美
市
商
工
会
女

性
部　

辻
美
紀
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
女
性
部
活
動
に
触
れ
る
良
い
機

会
と
な
り
、
今
後
の
活
動
の
参
考
と
な
る

も
の
ば
か
り
で
し
た
。

青年部・女性部活動コーナー青年部・女性部活動コーナー

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会（
新
潟
大
会
）参
加
事
業

県青連　柿崎　淳会長
「青年部宣言・誓いの言葉」

本県から 111 名の参加者

全国大会フィナーレ次回開催は兵庫県にて
感謝状贈呈（青年部活動に対し貢献）

もがみ北部商工会青年部  元木洋典 氏（写真中央）

商
工
会
部
全
国
女
性
部
大
会（
福
岡
大
会
）参
加
事
業
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県内統一景況調査報告
[平成26年10～12月期]

【 産業全体の景況推移 】

製造業 建設業 小売業 サービス業商工会地区の
景況天気図

売 上 額

資 金 繰 り

採 算

景況（自社）

【主要企業の今期の景況】

【調査要領】
調査対象：
調査時点：
調査方法：

山形県内24商工会地域の企業（原則として1商工会あたり15企業）
平成26年12月1日
商工会経営指導員による企業への訪問ヒアリング調査

※D.I.とは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、
  以下により算出しております。
  D.I.＝【各項目の増加（上昇・好転）企業割合（％）】
                    ―【各項目の減少（低下・悪化）企業割合（％）】

△16.9

△22.6

△21.4

△29.1

△15.8

△18.0
△17.2

△24.3

△27.2

△34.7

△29.1

△30.7

△20.8

△24.4

△22.1

△28.3

△ 35.0

△ 30.0

△ 25.0

△ 20.0

△ 15.0

H26.1～3 H26.4～6 H26.7～9 H26.10～12

-11.0

-18.1

-22.9

-11.0

-15.3

-10.3

-11.9

-12.5

-48.4

-34.7

-43.2

-47.3

-41.5

-33.9

-44.6

-42.5

お問い合せはお近くの商工会まで
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